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秋の長島
ツワブキの花が開花
　長島の玄関口、黒之瀬戸大橋を渡ると沿道には
真っ赤に色づくケイトウの花以外に、ひときわ黄色
く目立つツワブキの花が開き始め、見ごろを迎えて
います。
　これは、町が進める花いっぱい運動の一つとして、
長島に自生していたツワブキを一周する沿道に植栽
したもので、見る人の心を癒してくれています。

長島
な     が     し     ま
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夕日とうんまかもん、
焼酎飲んでよか晩を

第 1 回長島焼酎祭り “よいまい”

　

東
シ
ナ
海
に
沈
む
夕
日
を
見
な

が
ら
、
長
島
特
産
の
海
の
幸
、
山

の
幸
を
堪
能
し
、
焼
酎
を
楽
し
む

「
長
島
焼
酎
祭
り
〝
よ
い
ま
い
〟」

が
10
月
20
日
、
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島

前
の
駐
車
場
で
初
め
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
祭
り
〝
よ
い
ま
い
〟
と

は
、
長
島
の
言
葉
で
「
集
ま
ら
な

い
と
い
け
な
い
よ
」
と
い
う
意
味

と
、
ほ
ど
よ
く
酔
っ
て
、
楽
し
く

心
も
舞
う
よ
う
な
お
祭
り
（
酔よ
い

・

舞ま
い

）
と
な
る
よ
う
企
画
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
、
町
内
外
か
ら
約

１
１
０
０
人
が
来
場
。
準
備
さ
れ

た
特
産
の
焼
酎
〝
さ
つ
ま
島
美

人
〟
な
ど
５
つ
の
銘
柄
と
特
製
カ

ク
テ
ル
が
準
備
さ
れ
、
思
い
思
い

に
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
つ
ま
み
に
は
、
町
の
加
工
グ

ル
ー
プ
が
手
が
け
た
魚
の
干
物
や

な
が
し
ま
コ
ロ
ッ
ケ
、
獅
子
島
か

ら
は
今
朝
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り

の
魚
を
串
に
刺
し
、
炭
火
で
じ
っ

く
り
焼
く
「
獅
子
島
グ
リ
ル
」
な

ど
の
出
店
が
立
ち
並
び
ま
し
た
。

　

同
祭
り
実
行
委
員
長
の
飯
尾
明

彦
さ
ん
は
「
昭
和
42
年
2
月
か
ら

長
島
島
内
に
あ
っ
た
５
つ
の
蔵
元

の
焼
酎
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
〝
さ
つ

ま
島
美
人
〟
が
販
売
さ
れ
、
今
で

は
長
島
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
鹿
児

島
県
で
も
代
表
的
な
銘
柄
と
な
っ

て
い
る
。
今
日
は
天
気
も
良
く
夕

日
も
き
れ
い
に
見
れ
る
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
焼
酎
を
愛
し
、
大
い
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

開
会
宣
言
で
川
添
健
町
長
は

「
初
め
て
の
試
み
で
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
女
性
の
お
客
さ
ん
も
た
く

さ
ん
来
場
し
て
く
れ
て
う
れ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
「
乾

杯
」
と
声
た
か
だ
か
ら
に
音
頭
を

と
り
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、
阿
久
根
市
の
鹿
児

島
毘
沙
門
太
鼓 

響こ
ー
る流
の
和
太
鼓

演
奏
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
始
ま

り
、
も
ち
投
げ
や
町
内
の
芸
達
者

な
か
た
に
よ
る
歌
と
踊
り
の
ス

テ
ー
ジ
、
出
水
市
で
活
動
す
る
生

バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
の
ミ
ル
キ
ー
ス

マ
イ
ル
ズ
に
よ
る
芸
能
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
酔
い
が
回
り
は
じ
め
る

と
、
観
客
席
の
来
場
者
が
次
々
に

立
ち
上
が
り
、
曲
に
あ
わ
せ
踊
り

が
始
ま
る
な
ど
大
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。
焼
酎
銘
柄
当
て
ク
イ
ズ
で

は
、
5
種
類
の
利
き
酒
を
飲
み
比

べ
、
正
解
者
に
は
抽
選
で
、
そ
の

銘
柄
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
わ
が
家
の
記
念
焼

酎
と
幻
の
焼
酎
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
自
慢
の
焼
酎
が
展
示
さ
れ
、

今
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

〝
幻
の
さ
つ
ま
島
美
人
〟
も
登
場

し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
楽
し
み
、
大
抽
選

会
で
は
、
テ
レ
ビ
や
焼
酎
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
の
豪
華
商
品
も

準
備
さ
れ
、
当
た
っ
た
来
場
者
は

大
喜
び
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し

た
。

　

阿
久
根
市
か
ら
来
た
猿
楽
善
次

さ
ん
は
「
長
島
の
風
景
と
道
の
駅

が
大
好
き
で
ち
ょ
く
ち
ょ
く
足
を

運
ん
で
い
る
。
今
日
は
焼
酎
の
力

を
借
り
て
、
長
島
町
民
と
の
ふ
れ

あ
い
が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
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①
今
で
は
珍
し
い
30
年
前
の
〝
さ
つ
ま
島
美
人
〟（
下
段
中
央
）
や
伊

唐
大
橋
開
通
の
記
念
焼
酎
〝
さ
つ
ま
島
娘
〟（
下
段
左
端
）
が
展
示

②
参
加
費
１
０
０
０
円
で
、抽
選
券
と
〝
さ
つ
ま
島
美
人
〟
の
グ
ラ
ス
、

お
つ
ま
み
３
品
セ
ッ
ト
が
配
布

③
焼
酎
を
飲
み
比
べ
る
５
つ
の
銘
柄
当
て
ク
イ
ズ

④
陶
器
の
黒
ジ
ョ
カ
に
入
っ
た
焼
酎
を
、
自
分
好
み
に
注
ぐ
来
場
者

⑤
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
た
生
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー

⑥
獅
子
島
の
新
鮮
な
串
魚
の
炉
端
焼
き
〝
獅
子
島
グ
リ
ル
〟
も
登
場

⑦
焼
酎
と
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
来
場
者

⑧
熊
本
県
か
ら
参
加
し
、「
こ
の
日
が
楽
し
み
だ
っ
た
」
と
話
す
焼
酎

好
き
の
５
人
組

⑨
「
鹿
児
島
毘
沙
門
太
鼓 

響こ
ー
る流

」
の
和
太
鼓
演
奏

①

②

③

④

⑤

⑥

７

⑧

⑨
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地
域
総
出
の
思
い
出
づ
く
り

　

平
成
25
年
4
月
に
、
獅
子
島
小

学
校
と
統
合
し
、
移
転
す
る
幣
串

小
学
校
（
坂
元
英
透
校
長
）
と
幣

串
幼
稚
園
（
同
園
長
）
の
閉
校
記

念
秋
季
大
運
動
会
が
、
10
月
14
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
全
校
児
童
10
人
と

全
園
児
14
人
、
保
護
者
、
地
域
の

住
民
ら
が
参
加
し
た
ほ
か
、
以
前

幣
串
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
教

職
員
８
人
、
同
校
の
卒
業
生
23
人

も
島
外
か
ら
駆
け
つ
け
、
最
後
の

運
動
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
6
年
の
荒
田
桃
子

さ
ん
と
5
年
の
池
田
憲
亮
く
ん

は
「
最
後
ま
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
元
気
よ
く
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
、
全
員
で
「
運
動
会
の
歌
」

を
元
気
よ
く
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
赤
組
と
白
組
に
分
か

れ
た
児
童
た
ち
の
エ
ー
ル
交
換
で

幕
を
開
け
ま
し
た
。
最
後
の
運
動

会
と
い
う
こ
と
で
、
か
け
っ
こ
や

親
子
競
技
、
紅
白
対
抗
リ
レ
ー
な

ど
の
ほ
か
、
閉
校
記
念
特
別
種
目

も
準
備
さ
れ
、
両
者
が
お
互
い
の

容
器
に
も
ち
を
投
げ
入
れ
る
、
も

ち
投
げ
リ
レ
ー
や
さ
ま
ざ
ま
な
様

相
に
変
装
し
た
仮
装
行
列
、
卒
業

生
に
よ
る
リ
レ
ー
な
ど
が
行
わ
れ

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、児
童
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

校
区
民
ら
計
80
人
に
よ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
踊
り
〝
へ
ぐ
し
ソ
ー
ラ

ン
〟
で
は
児
童
ら
が
伝
統
の
大
漁

旗
で
作
っ
た
色
と
り
ど
り
の
半
被

姿
で
登
場
。
途
中
で
、
児
童
一
人

一
人
が
マ
イ
ク
を
握
り
「
幣
串
小

あ
り
が
と
う
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

幣
串
小
学
校
、
幣
串
幼
稚
園
閉
校
記
念
秋
季
大
運
動
会

①

②

③

④

　①堂々とした入場行進を行う児童たち
　②赤組、白組合同の息のあった応援合戦
　③ゴールする幼稚園児のかけっこ
　④幼稚園児らによるかわいいバルーン体操
　⑤へぐしソーランを踊る児童とＰＴＡ、地区住民ら
　⑥観客席から笑いと拍手がわいた仮装行列

送
り
、
最
後
は
会
場
内
に
紙
吹
雪

が
舞
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
高
齢

者
に
よ
る
宝
探
し
に
婦
人
会
に
よ

る
障
害
物
競
走
な
ど
も
あ
り
、
応

援
席
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
は
、
く
す
玉
割
り

と
来
場
者
全
員
で
写
真
撮
影
を
行

い
、
伝
統
の
幣
串
小
学
校
の
運
動

会
を
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

卒
業
す
る
荒
田
桃
子
さ
ん
は

「
幣
串
小
学
校
最
後
の
運
動
会
。

10
人
み
ん
な
と
地
域
の
か
た
が
た

の
力
を
団
結
し
て
こ
れ
ま
で
に
な

い
最
高
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

幣
串
小
学
校
は
、
明
治
36
年
に

開
校
し
、
昭
和
40
年
に
は
全
校
児

童
が
１
６
６
人
在
籍
し
た
時
代
も

あ
り
ま
し
た
が
、
少
子
化
の
影
響

で
平
成
25
年
3
月
で
１
０
８
年
の

幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

閉
校
、
移
転
後
の
新
た
な
獅
子

島
小
学
校
と
獅
子
島
幼
稚
園
は
、

片
側
集
落
の
獅
子
島
中
学
校
内
に

併
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑤

⑥
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笑
い
声
が
響
き
渡
っ
た

楽
し
い
一
日

　

高
齢
者
が
主
役
と
な
る
長
島
町

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
と
福
祉
芸
能
大
会
が
10
月
10

日
、
長
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
と
長

島
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
の
保
持
に

努
め
る
と
と
も
に
、
親
睦
を
深
め

る
こ
と
に
よ
り
生
き
が
い
を
見
い

だ
し
、
地
域
住
民
の
老
人
福
祉
に

対
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
後
6
回
目
と
な
っ
た
午
前

中
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
は
、
町
内

を
10
地
区
に
分
け
た
高
齢
者
約

４
０
０
人
が
参
加
し
、
ボ
ー
ル
う

つ
し
や
輪
投
げ
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
な
ど
8
種
目
で
順
位
を
争
い
、

平
尾
チ
ー
ム
が
優
勝
を
果
た
し
、

６
年
連
続
で
出
水
地
区
大
会
の
切

符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
で
茅
屋
の
宮
瀨
保
老

人
会
長
は
「
優
勝
し
た
の
は
、
今

日
参
加
し
た
み
ん
な
の
お
か
げ
。

出
水
大
会
も
一
致
団
結
し
て
頑
張

り
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
の
福
祉
芸
能
大
会

は
、
会
場
と
な
っ
た
文
化
ホ
ー
ル

に
町
民
約
６
０
０
人
が
詰
め
か

け
、
笑
い
声
と
笑
顔
が
絶
え
な
い

楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
指
江
保

育
園
の
園
児
ら
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
が
披
露
さ
れ
、
倒
立
な
ど

9
種
目
の
柔
軟
な
動
作
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
長
島

伝
統
の
唐
隈
郷
土
芸
能
保
存
会
に

よ
る
傘
踊
り
も
会
場
を
盛
り
上

げ
、
長
島
な
ら
で
は
の
催
し
で
来

場
者
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
各

地
域
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
演

で
盛
り
上
が
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
と

踊
り
は
、
２
回
目
と
な
る
こ
と
か

ら
、
地
域
の
芸
達
者
な
高
齢
者
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
登
場
し
、
た
く

さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

芸
能
大
会
に
来
場
し
た
、
蔵
之

元
集
落
の
二
階
堂
惠
子
さ
ん
は

「
保
育
園
児
の
動
き
や
笑
顔
、
そ

れ
ぞ
れ
の
余
興
で
一
日
楽
し
く
す

ご
せ
元
気
が
出
た
」
と
満
足
の
様

子
で
し
た
。

女性力士、指江ひまわり会の「相撲取り節」

下 山 門 野 代
表 で 濵 田 實
雄 さ ん の 踊
り「 酔 い ど
れ子守唄」

カ ラ オ ケ を
歌 う 獅 子 島
代 表 の 喜 久
力さん

スポーツ大会最後の種目の玉入れ

ビンの置き換え競争で急ぐ選手

優 勝 旗 を 手 に す る
平尾チーム
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心
地
よ
い
汗
と

特
産
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
楽
し
み

第
７
回
長
島
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

　

第
７
回
長
島
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン

グ
大
会
が
10
月
28
日
、
サ
ン
セ
ッ

ト
長
島
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
早
朝
強
い
雨
が
降
り

大
会
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
日
を
待
ち
に
待
っ
た
参
加
者
ら

約
８
５
０
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
各

種
団
体
や
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
、
親
子
連
れ
の
家
族
な
ど
が
長

島
路
を
駆
け
抜
け
、
心
地
よ
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
サ
ン
セ
ッ
ト

長
島
前
を
発
着
点
と
す
る
１
・
５

㎞
、
３
㎞
、
10
㎞
の
３
つ
の
コ
ー

ス
を
、
東
シ
ナ
海
を
望
み
な
が

ら
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
ま
し

た
。
仮
装
し
、
注
目
を
浴
び
る
選

手
も
お
り
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た

観
客
ら
か
ら
、
笑
い
と
拍
手
が
沸

い
て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
お
楽
し
み
抽
選

会
が
あ
り
、
長
島
特
産
の
ブ
リ
や

タ
イ
、
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
に
、
み
か
ん
、

さ
つ
ま
い
も
、
特
産
品
の
詰
め
合

わ
せ
セ
ッ
ト
な
ど
が
当
た
り
、
大

喜
び
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
蒸
か
し
イ
モ
の
無

料
サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ
た
ほ
か
、
終

了
後
は
、
温
か
い
う
ど
ん
な
ど
も

振
る
舞
わ
れ
、
お
な
か
を
す
か
せ

た
参
加
者
た
ち
が
、
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

最も参加者が多かったファミリー
コース 1.5km のスタート

着ぐるみで仮装した選手

無 料 サ ー ビ ス の 蒸 か し イ モ
をもらう子どもたち

蔵之元港を背に 10 ㌔コース
を折り返す選手たち
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町内 11 校、２０６人が記録に挑む

第７回長島町小学校陸上記録会

男子
5 年
100 ㍍走　　　　　15 秒 10　　   中村　翔馬（平尾）
走り幅跳び　　　　3 ㍍ 66　　　 中村　翔馬（平尾）
走り高跳び　　　　1 ㍍ 05　　　 井上　　歩（川床）
800 ㍍走　　　　　2 分 57 秒 00   山野　拓巳（鷹巣）
400 ㍍リレー　　　1 分 06 秒 30   川床小学校
6 年
100 ㍍走　　　　　14 秒 20　       大島　　樹（鷹巣）
走り幅跳び　　　　3 ㍍ 80             池上　将矢（川床）
走り高跳び　　　　1 ㍍ 20　　　福山　悠哉（鷹巣）
800 ㍍走　　　　　2 分 49 秒 50  中村　海斗（伊唐）
60 ㍍ハードル走 　 11 秒 40　　   福嵜　樹生（鷹巣）
400 ㍍リレー　　　1 分 00 秒 30   鷹巣小学校

男女
5･6 年混合リレー　1 分 05 秒 90   伊唐小学校

女子
5 年
100 ㍍走　　　　　15 秒 20  　　 小嵜　由真（鷹巣）
走り幅跳び　　　　3 ㍍ 52　　　 小嵜　由真（鷹巣）
走り高跳び　　　　1 ㍍ 05　　　 石元　晴菜（川床）
800 ㍍走　　　　　2 分 53 秒 70   湯元　七海（獅子島）
400 ㍍リレー　　　1 分 06 秒 50   鷹巣小学校
6 年
100 ㍍走　　　　　15 秒 10　  　 町口　リナ（蔵之元）
走り幅跳び　　　　3 ㍍ 58　　　 竹割　美空（田尻）
走り高跳び　　　　1 ㍍ 15　　　 大野　優菜（平尾）
800 ㍍走　　　　　2 分 51 秒 00   荒田　桃子（幣串）
60 ㍍ハードル走 　 12 秒 00 　　   荒田　桃子（幣串）
400 ㍍リレー　　　1 分 07 秒 10   平尾小学校

100 ㍍走に挑戦する選手ら

　第７回長島町小学校陸上記録会が 10 月 18

日、城川内運動場で開かれ、町内から集まった

５年生以上の選手たちが自己記録の更新に挑み

ました。

　この日は、100 ㍍走や走り幅跳び、走り高跳

び、800 ㍍走、60 ㍍ハードル走、混合リレー、

400 ㍍リレーが行われ、仲間や応援に駆けつけ

た保護者から、大きな声援を受け選手たちは全

力を出し切りました。

　走り幅跳びと 60 ㍍ハードル走に出場した、

田尻小学校６年の杉山優馬くんは「小学校最後

の記録会で上位を目指し頑張ったが目標を達成

できなく悔しかった」と話しました。

　大会の１位の記録は右のとおりです。

５年女子走り幅跳び

６年 60 ㍍ハードル走

大
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i n f o r m a t i o n

長
島
町
の

財
政
指
標
を
公
表
し
ま
す

　

平
成
19
年
6
月
に
公
布
さ
れ
、

平
成
21
年
4
月
1
日
か
ら
全
面
施

行
さ
れ
た
「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
財

政
健
全
化
法
）
で
は
、
毎
年
度
、

前
年
度
の
決
算
を
提
出
し
た
後
、

健
全
化
判
断
比
率
（
実
質
赤
字
比

率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質

公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
）

と
、
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不

足
比
率
を
公
表
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年

度
決
算
に
基
づ
く
長
島
町
の
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

健
全
化
判
断
比
率 

　

①
実
質
赤
字
比
率

　
　

各
年
度
の
経
営
状
況
を
示
す

　

指
標
で
、
一
般
会
計
な
ど
の
実

　

質
的
な
赤
字
額
が
、
標
準
的
な

　

状
態
で
収
入
が
見
込
ま
れ
る
自

　

治
体
の
一
般
財
源
の
規
模
（
標

　

準
財
政
規
模
）
に
占
め
る
比
率

　

を
表
し
ま
す
。
本
町
の
一
般
会

　

計
な
ど
は
黒
字
の
た
め
、
実
質

　

赤
字
比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん

　

で
し
た
。

　
②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
　

実
質
赤
字
比
率
が
一
般
会
計

　

な
ど
の
実
質
的
な
赤
字
額
で
あ

　

る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
自
治

　

体
の
す
べ
て
の
会
計
を
通
し
て

　

の
赤
字
額
が
、
標
準
財
政
規
模

　

に
占
め
る
比
率
を
あ
ら
わ
し
て

　

い
ま
す
。
本
町
の
全
て
の
会
計

○長島町の平成 23 年度決算に基づく各指標
★健全化判断比率

平成 23 年度指標 平成22年度(参考) 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 　　　－ ( ※ ) 　　　－ ( ※ ) 　　　14.60 　　　20.00

②連結実質赤字比率 　　　－ ( ※ ) 　　　－ ( ※ ) 　　　19.60 　　　30.00

③実質公債費比率 　　　10.10 　　　11.20            25.00 　　　35.00

④将来負担比率	            17.20 　　　42.50          350.00 　　　　

（単位：％）

（※）「実質赤字比率」および「連結実質赤字比率」で指標（％）の表記がない（「－」
で表記している）のは、実質赤字額および連結実質赤字額がないことを表しています。

★資金不足比率
平成 23 年度指標 平成 22 年度 ( 参考 ) 経営健全化基準

簡易水道特別会計

資金不足額

無し

資金不足額

無し
20.00

諸浦港埠頭特別会計

農業集落排水特別会計

漁業集落環境整備特別会計

特定地域生活排水処理特別会計

（単位：％）

　

は
黒
字
の
た
め
、
連
結
実
質
赤

　

字
比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で

　

し
た
。

　

③
実
質
公
債
費
比
率

　
　

自
治
体
の
公
債
費
に
よ
る
財

　

政
負
担
の
度
合
い
を
判
断
す
る

　

指
標
で
、
３
カ
年
の
平
均
で
示

　

さ
れ
ま
す
。
公
債
費
と
は
、
自

　

治
体
が
発
行
し
た
町
債
の
元
本

　

の
返
済
や
利
息
の
支
払
な
ど
に

　

要
す
る
経
費
で
す
。
本
町
の
実

　

質
公
債
費
比
率
は
10
・
１
％
と

　

な
り
、
早
期
健
全
化
基
準
25
％

　

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

④
将
来
負
担
比
率

　
　

自
治
体
が
将
来
に
支
出
し
な

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財
政
負

　

担
が
、
標
準
財
政
規
模
の
何
倍

　

に
あ
た
る
か
を
示
す
指
標
で

　

す
。
本
町
の
将
来
負
担
比
率
は

　

17
・
２
％
と
な
り
、
早
期
健
全

　

化
基
準
（
３
５
０
％
）
を
大
き

　

く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

２　

資
金
不
足
比
率

　

簡
易
水
道
や
下
水
道
事
業
な
ど

の
公
営
企
業
ご
と
の
各
年
度
の
経

営
状
況
を
示
す
指
標
で
、
各
公
営

企
業
の
資
金
の
不
足
額
が
各
企
業

の
事
業
の
規
模
（
料
金
収
入
の
規

模
）
に
占
め
る
比
率
を
表
し
ま

す
。
本
町
の
公
営
企
業
に
資
金
不

足
が
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

資
金
不
足
比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

○
各
指
標
の
基
準

　

各
指
標
の
基
準
を
サ
ッ
カ
ー

に
例
え
る
と
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
に
相
当
す
る
の
が
「
早
期
健

全
化
基
準
」
お
よ
び
「
経
営
健

全
化
基
準
」。
レ
ッ
ド
カ
ー
ド

に
相
当
す
る
の
が
「
財
政
再
生

基
準
」
で
す
。
４
つ
の
健
全
化

判
断
比
率
の
う
ち
い
ず
れ
か
１

つ
で
も
「
早
期
健
全
化
基
準
」

以
上
と
な
る
と
「
早
期
健
全
化

団
体
」
と
な
り
、「
財
政
健
全

化
計
画
」
を
策
定
し
、
自
主
的

な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
の
早

期
健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
様
に
「
財

政
再
生
基
準
」
以
上
と
な
る
と

「
財
政
再
生
団
体
」
と
な
り
、

「
財
政
再
生
計
画
」
を
策
定
し
、

国
、
県
の
強
力
な
関
与
の
下
で

確
実
な
財
政
の
再
生
を
実
行
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、資
金
不
足
比
率
が「
経

営
健
全
化
基
準
」
以
上
に
な
る

と
「
経
営
健
全
化
団
体
」
と
な

り
、「
経
営
健
全
化
計
画
」
を

策
定
し
、
公
営
企
業
の
経
営
健

全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
財
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

 

（
内
線
１
２
５
３
）
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イ
ル
カ
教
室
（
妊
婦
教
室
）
開
催

●
応
募
資
格

　

長
島
町
に
居
住
し
て
い
る
次
の
児
童
が
入
園
で
き
ま
す
。

　

３
歳
児　

平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

４
歳
児　

平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

５
歳
児　

平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

●
募
集
定
員

　

鷹
巣
幼
稚
園
70
人　
　

獅
子
島
幼
稚
園
35
人

●
入
園
の
手
続
き

　

◇
入
園
希
望
者
は
入
園
願
書
を
各
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

用
紙
は
幼
稚
園
お
よ
び
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

　

◇
受
付
期
間　

11
月
12
日
（
月
）
～
12
月
28
日
（
金
）［
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
］

●
保
育
料
等

　

◇
保
育
料　

月
額
３
５
０
０
円

　

◇
給
食
費　

月
額
４
０
０
０
円

●
保
育
時
間
等

　

希
望
さ
れ
る
幼
稚
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鷹
巣
幼
稚
園
☎
（
86
）
１
２
６
８

　

幣
串
幼
稚
園
☎
（
89
）
３
０
４
５

町
立
幼
稚
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す

　

長
島
町
で
は
、
年
間
１
０
０
人

前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
町
に
生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん

た
ち
が
安
全
に
産
ま
れ
、
元
気
に

育
つ
よ
う
、
ま
た
、
マ
マ
や
パ

パ
、
そ
し
て
ご
家
族
が
出
産
・
育

児
を
迎
え
る
気
持
ち
や
態
勢
等
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
町
で
は

６
月
と
12
月
に
妊
婦
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
妊
娠
の
か
た
も
、
２

回
目
以
降
の
妊
娠
の
か
た
も
、
今

し
か
な
い
こ
の
貴
重
な
妊
娠
中
の

生
活
を
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
教
室
で
は
、
同
じ
時
期
に

出
産
を
迎
え
る
マ
マ
友
が
増
え
る

機
会
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

妊
婦
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
ご
家

族
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

○
日
時

　

２
回
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
が
、
ど
ち

ら
か
の
参
加
で
も
大
丈
夫
で
す
。

　

▼
１
回
目

　
　

12
月 

４
日
（
火
）

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

　

▼
２
回
目

　
　

12
月
14
日
（
金
）

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

○
場
所

　

長
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

    

（
鷹
巣
）

○
持
っ
て
く
る
も
の

　

母
子
健
康
手
帳

○
参
加
料

　

無
料

※
町
内
在
住
の
妊
婦
の
か
た
に
、
内
容

な
ど
詳
細
を
個
別
通
知
し
ま
す
。

　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

役
場
保
健
衛
生
課
保
健
係

　
　
　
　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　
　
　
［
内
線
１
１
０
６
］

　

長
島
町
立
幼
稚
園
で
は
、
平
成
25
年
度
の
新
幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

　

在
園
児
で
継
続
入
園
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
応
募
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
で
子
育
て
、
応
援
し
ま
す
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i n f o r m a t i o n

わ
が
町
の
予
防
接
種

　

9
月
1
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

経
口
生
ワ
ク
チ
ン
に
替
え
て
、
よ

り
安
全
性
の
高
い
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
（
皮
下
注
射
）

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
を
含
む
4
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
免
疫
を
持
た
な
い
人
が
増
え

る
と
ポ
リ
オ
が
ま
ん
延
す
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
や
、
乳
幼
児
が
百
日

せ
き
を
発
症
す
る
と
重
症
化
す
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
象
年

齢
に
達
し
た
か
た
は
、
4
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
の
導
入
を
待
つ
こ
と
な

く
、
単
独
の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
と
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｄ

Ｐ
Ｔ
）
の
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

接種場所

町内：鷹巣診療所、平尾診療所、獅子島へき地診療所、
　         飯尾医院、長島クリニック　
町外：県内において小児科のある医療機関
※不明な点は役場へお問い合わせください。

 接種方法  皮下注射

 
対象年齢

生後３カ月から 90 カ月（７歳６カ月） 未満で、 これまで
に経口生ワクチンの接種を２回完了していない幼児

 
接種間隔

 接種回数

定期接種
（無料）

●初回接種（１～３回目）
 　20 日から 56 日の間隔をおいて３回接種

任意接種
（有料）

●追加接種（4 回目）   初回接種後、6 か月以上の間隔をお
いて 1 回接種
※ 現 時 点 で は、 国 の 薬 事 承 認 を 受 け て い な い た め、 公 費
負担対象外（有料）です。 国内臨床試験の結果が整い次第、
定期接種に導入される予定となっています。

実施期間
通年（対象児への個別通知は、11 月に行う予定です。 早
めに受けたい方はお問い合わせください。）

　　　※これまで生ワクチンの２回接種が終わっていないかたは、

　　　不活化ワクチンの接種が必要です。

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

接種場所

町 内： 鷹 巣 診 療 所、 平 尾 診 療 所、 獅 子 島 へ き

　　　地診療所、飯尾医院、長島クリニック

町外：役場へお問い合わせください

接種方法 皮下注射

対象年齢

①接種日において、65 歳以上の町民。

②接種日において、60 歳以上 65 歳未満で、心臓・

腎臓または呼吸器、免疫の機能に障害を有する町

民で、身体障害者手帳を有する者。

自己負担額

自己負担額 1,000 円

＊生活保護受給世帯の方は、予診票と同封されて

きた生活保護証明書を医療機関の窓口に提出する

ことで、自己負担額は無料になります。

実施期間 平成 24 年 10 月１日～平成 24 年 12 月 31 日

高
齢
者
等
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

今
年
も
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
24
年
10
月

1
日
現
在
で
、
対
象
年
齢
に
あ
た
る
か
た
に
は
す
で
に
個

別
に
通
知
し
予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
10
月
2
日
以

降
に
65
歳
に
達
し
、
接
種
を
希
望
す
る
か
た
は
予
診
票
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
保
健
衛
生
課
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
保
健
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
内
線
１
１
０
５
］
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 さあはじめよう介護予防⑥
［閉じこもり・うつ予防編］

　閉じこもりを予防するためには、日ごろから外

出の機会を多くつくりましょう。また、人付き合

いが豊かな人はいくつになっても若々しさを保ち

ます。

　日ごろから次の点に注意して生活しましょう。

①買い物、散歩などこまめに外出する用事をつく

りましょう。

②趣味を通じた仲間をみつけましょう。

③ボランティアなどに参加し、自分の役割を持ち

ましょう。

外出して気持ちをリフレッシュ
　　　　    　【閉じこもり予防】

①週に１回以上は外出していますか？
　　　　　　　　　　   □はい　■いいえ
② 昨 年 と 比 べ て 外 出 の 回 数 が 減 っ て い ま
すか？　 　　　　           ■はい　□いいえ

※ ■ に 該 当 す る 場 合 は、 地 域 包 括 支 援 セ
ンターまでご相談ください。

あなたの「外出」度をチェック

◎問い合わせ先
　地域包括支援センター（保健衛生課内）
　☎（86）1111［内線 1161］

◇憂うつな気分で意欲がわかない。
◇これまで楽しんでやれていたこ
とが楽しめない。
◇眠れない，朝方に目が覚めてし
まう。など ･･･

気をつけて。こんなサイン！

　「うつ病」はストレスや環境の変化などで起こ

る病気です。意欲の低下や閉じこもりのきっかけ

になるため、注意が必要です。

　日ごろから次の点に注意して生活しましょう。

①十分な睡眠、適度な運動、バランスの取れた食

事を大切にしましょう。

②つらい気持ちになったら、家族や友人に相談し

ましょう。

③リラックスする時間をつくりましょう。

頑張らずマイペースで
　　　　　　　　   【うつ予防】

※ここ２週間、振り返ってみてください。
①毎日の生活に充実感がない。
          　 　　　　　    　  ■はい　□いいえ
② こ れ ま で 楽 し ん で や れ て い た こ と が 楽
しめなくなった。        　■はい　□いいえ
③ 以 前 は 楽 し ん で で き て い た こ と が 今 で
はおっくうに感じられる。
        　　　　　　　　　■はい　□いいえ
③自分が役に立つ人間だと思えない。
　                                              ■はい　□いいえ
④わけもなく疲れたような感じがする。　        

■はい　□いいえ
※ ■ に 該 当 す る 場 合 は、 地 域 包 括 支 援 セ
ンターまでご相談ください。

あなたの「うつ」度をチェック

11 広 報 な が し ま



10
月

１
日　
　
　
　

 

牛
せ
り
市
（
野
田
家
畜
市
場
）

２
日　
　

 　
　

マ
イ
ス
タ
ー
塾
終
了
式
・
入
塾
式
（
長
島
町
役
場
）

３
日　
　

 　
　

獅
子
島
中
学
校
県
庁
（
知
事
）
訪
問
（
鹿
児
島
市
）

４
～
６
日    　

 

全
国
国
保
診
療
所
開
設
者
サ
ミ
ッ
ト
・
都
道
府
県   

                           

会
長
会
（
熊
本
市
）

９
日　
　
　
　

 

全
体
朝
礼
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

 

町
村
会
理
事
会
・
災
害
共
済
委
員
会
（
鹿
児
島
市
）

10
日　
　
　
　

 

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
）

　
　
　
　
　
　

 

長
島
町
福
祉
芸
能
大
会
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　

 

地
域
安
全
運
動
出
発
式
（
だ
ん
だ
ん
市
場
）

11
日　
　
　
　

 

県
公
民
館
設
置
者
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

12
日　
　

 　
　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会
（
出
水
市
）

　
　
　
　
　
　

 

本
浦
小
３
年
石
元
さ
ん
受
賞
報
告（

長
島
町
役
場
）

15
日　
　
　

 　

市
町
村
政
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

16
～
17
日　

 　

県
町
村
会
通
常
総
会
（
瀬
戸
内
町
）

18
日　
　
　

 　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

　

 　
　
　
　
　

出
水
税
務
署
長
来
庁
（
長
島
町
役
場
）

　

     　
　
　
　

町
長
相
談
（
小
浜
）

19
日　
　
　
　

 

中
央
駅
前
屋
台
村
で
の
町
Ｐ
Ｒ
活
動（

鹿
児
島
市
）

20
日　

 　
　
　

焼
酎
祭
り
（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
駐
車
場
）

22
日　
　

    　

 

長
島
町
議
会
第
４
回
臨
時
会
（
長
島
町
役
場
）

23
日　
　

     　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
出
発
式（
野
田
家
畜
市
場
）

　
　
　
　
　
　

 

県
後
期
高
齢
者
医
療
連
合
医
療
懇
話
会

（
長
島
町
役
場
）

24
～
26
日　

     

園
遊
会
（
東
京
都
）　　
　
　

27
日　
　
　
　

 

長
島
町
交
通
安
全
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
川
床
）

28
日　
　
　
　

 

長
島
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
周
辺
）

29
日　
　
　

     

県
後
期
高
齢
者
医
療
連
合
運
営
委
員
会
・
医
療
懇

　
　
　
　
　
　

 

話
会
（
鹿
児
島
市
）

30
日　
　
　

     

鹿
児
島
県
戦
没
者
追
悼
式
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

 

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
監
事
会
（
鹿
児
島
市
）

31
日　
　
　
　

 

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会（

鹿
児
島
市
）

獅子島からも参加します！
･･･ 関東在住のかた、ぜひご来場ください ･･･

　

島
へ
の
定
住
・
交
流
を
応
援
す

る
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
２
が
、

今
年
も
東
京
都
池
袋
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

本
町
か
ら
は
、
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
獅
子
島
の
特
産
品

や
温
州
み
か
ん
な
ど
の
特
産
品
販

売
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

関
東
在
住
で
本
町
に
縁
の
あ
る
か

た
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

○
日
時

　

11
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
（
２
日
目
は
午
後
５
時
ま
で
）

○
場
所

　

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

　

文
化
会
館
３
階
展
示
ホ
ー
ル
Ｃ

　
（
東
京
都
豊
島
区
池
袋
３
―
１
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
２

　

実
行
委
員
会

　

☎
０
３
（
３
４
０
６
）
７
５
７
４

　

http://w
w

w
.i-lander.com

/
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秋
祭
ソ
ー
ス
の
焦
げ
し
匂
ひ
満
ち
　
　
　
　
竹
内
　
　
功

田
の
神
の
笠
の
高
さ
に
曼
珠
沙
華
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

秋
彼
岸
陽
だ
ま
り
淡
き
奥
座
敷
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

日
は
西
に
今
日
を
た
た
み
し
日
照
草
　
　
　
筑
前
　
初
市

照
る
ほ
ど
に
松
葉
ぼ
た
ん
の
濃
か
り
け
り
　
二
階
堂
妙
子

ご
詠
歌
の
澄
み
渡
る
声
秋
彼
岸
　
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

夫
の
忌
や
群
が
り
て
咲
く
彼
岸
花
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

秋
彼
岸
ね
は
ん
の
像
も
眠
た
げ
に
　
　
　
　
中
橋
　
藤
七

あ
ぜ
道
に
葉
見
ず
花
見
ず
彼
岸
花
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

熟
れ
そ
め
し
稲
の
そ
よ
ぎ
や
遠
汽
笛
　
　
　
迫
口
　
君
代

潮
焼
け
の
顔
が
並
ん
で
秋
祭
り
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

土
産
買
ふ
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
を
行
き
来
す
る
親
子
は
探
し

探
さ
れ
な
が
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

磯
を
行
く
道
の
辺
に
咲
く
石つ

わ蕗
の
花
西
日
を
受
け
て
黄
金

色
な
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

右
廻
り
に
生い

け
す簀
を
泳
ぐ
鯛
の
群
導
く
は
誰
か
列
を
乱
さ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

荒あ
ら
が
や萱
を
包
丁
葉
っ
ぱ
と
泣
き
し
孫
稲
刈
る
畦
に
手
を
切
り

た
れ
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

若
き
日
に
足
と
ら
れ
つ
つ
苗
植
ゑ
し
田
は
今
畑
に
藷
堀
り

て
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

川
の
辺
に
芙
蓉
の
花
は
数あ

ま
た多

咲
き
昇
る
朝
日
に
露
光
り
を

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

潟
浦
の
岩
場
近
く
に
小
舟
来
て
烏い

か賊
を
釣
る
ら
し
糸
垂
ら

し
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

夕
光か

げ

の
淡
き
庭
木
に
細
り
ゆ
く
蜩

ひ
ぐ
ら
しは

終つ
い

の
命
を
鳴
く
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

［
短
歌
］

年
取
て
思
い
出
す
な
ど
人
生
を
や
る
気
有
て
も
ど
う
に
も

な
ら
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

黒
の
瀬
戸
渡
る
釣
り
舟
も
ど
か
し
く
茜
の
空
に
カ
モ
メ
舞

い
お
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
地　

雪
舞

雪
渓
は
生
命
隠
し
光
浴
び
逞
し
く
咲
く
花
ば
な
た
ち
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

電
話
鳴
る
川
中
同
期
知
覧
と
な
時
世
の
無
常
涙
し
語
る

鶯
出　

成
人

［
俳
句
］

腹
み
ち
て
ホ
ッ
と
ペ
ン
取
る
晩
秋
や　
　
　

宗
方　

清
明

Ｔ
ｈ
ｅ　

お
つ
ま
み

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ  

著

　さっぱり味の小鉢からがっつ
り肉メニューまで盛りだくさん
の品を紹介しています。

３
６
５
日
、
お
い
し
い
手
づ
く
り

「
魔
法
の
び
ん
詰
め
」

こ
て
ら  
み
や  

著

　時間があるときに作っておき
たい保存食。そんな保存食のレ
シピが満載です。

目
覚
む
れ
ば
す
で
に
働
く
妻
が
い
て
厨
房
の
鍋
白
き
湯
気

吐
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
之
内
重
信

さ
さ
や
か
な
花
を
咲
か
す
と
言
う
事
も
な
く
て
七
十
の
坂

を
登
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
元
　
　
司

老
い
の
証
し
と
我
思
う
な
り
日に

ち
に
ち日
の
妻
へ
の
言
葉
角
と
れ

て
来
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

蕎
麦
の
花
咲
き
揃
い
た
る
野
の
畑
を
眺
め
歩
け
ば
旅
に
出

で
た
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

鰤
お
ろ
す
為
に
昨
日
研
ぎ
お
き
し
出
刃
庖
丁
の
切
れ
味
う

れ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

あ
な
た
に
は
娘
が
い
な
い
私
に
は
父
母
が
い
な
い
そ
ん
な

友
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

追
い
か
け
て
ゆ
く
白
雲
の
前
足
が
な
か
な
か
前
の
雲
に
届

か
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

潮
満
ち
て
岩
に
這
ひ
出
づ
黒
蜷に

な

を
波
に
濡
れ
つ
つ
素
早
く

採
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

痛
み
た
る
手
首
の
つ
ぼ
を
押
さ
へ
し
も
押
し
を
る
片
手
も

力
鈍
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

庭
先
に
百
年
過
ぎ
る
犬
槇
の
空
見
へ
ぬ
ま
で
青
葉
繁
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

郁む

べ子
か
ず
ら
桜
の
枝
に
絡
み
つ
き
秋
の
日
差
し
に
仄ほ

の

か
色

づ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

創
立
百
四
十
年
鷹
巣
小
の
校
庭
に
緑
ゆ
た
け
く
栴せ

ん
だ
ん檀

た
ち

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操
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「
農
の
雇
用
事
業
」
募
集

　

全
国
農
業
会
議
所
（
全
国
新
規

就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
農

業
法
人
な
ど
が
就
業
希
望
者
を
新

た
に
雇
用
し
て
、
生
産
技
術
や
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
研
修
す
る
場

合
に
、
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
、

農
の
雇
用
事
業
（
平
成
24
年
度
第

4
回
目
）
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

○
助
成
内
容

　

月
額
９
万
７
千
円
を
上
限
に
、

最
長
24
カ
月
間
助
成
し
ま
す
。

○
主
な
対
象
経
費

　

・
法
人
な
ど
の
指
導
者
や
外
部

　

専
門
家
に
よ
る
指
導
に
要
す
る

　

経
費

　

・
外
部
の
研
修
会
な
ど
の
参
加

　

に
要
す
る
交
通
費

　

・
研
修
対
象
者
の
雇
用
保
険
、

　

労
働
者
災
害
補
償
保
険
料
な
ど

　

※
経
営
者
な
ど
の
経
営
能
力
向

　

上
の
た
め
の
研
修
費
用
と
し
て

　

別
途
年
間
３
万
６
千
円
を
助
成
。

○
主
な
要
件

　

①
45
歳
未
満
の
新
規
就
業
者
を

　

正
社
員
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と

　
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

　

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
が
、
パ

　

ー
ト
な
ど
職
員
を
正
規
の
社
員

　

と
し
て
雇
用
す
る
場
合
は
対
象

　

と
な
り
ま
す
）。

　

②
原
則
と
し
て
雇
用
保
険
、
労

　

災
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
。

　

③
税
務
署
に
給
与
支
払
事
務
所

　

な
ど
の
開
設
届
け
を
す
る
こ
と
。

　

④
常
時
10
人
以
上
の
従
業
員
を

　

雇
用
し
て
い
る
農
業
法
人
な
ど

　

は
就
業
規
則
を
定
め
て
い
る
こ

　

と
。

　

⑤
本
事
業
と
重
複
す
る
他
の
助

　

成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

　

⑥
新
規
就
業
者
が
、
農
業
法
人

　

な
ど
の
代
表
の
親
族
で
な
い
こ

　

と
（
例
外
も
あ
り
）。

　

⑦ 

新
規
就
業
者
が
、
過
去
に

　

本
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

　

い
こ
と
。

○
募
集
期
間

　

11
月
１
日
（
木
）
～

12
月
14
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
農
業
会
議

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
５
８
１
５

　

長
島
町
農
業
委
員
会

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

「
８
０
２
０
」「
７
０
２
４
」

表
彰
者
募
集

　

町
で
は
、
80
歳
で
自
分
の
歯
が

20
本
以
上
あ
る
か
た
と
、
70
歳
で

自
分
の
歯
が
24
本
以
上
あ
る
か
た

が
対
象
と
な
る
歯
の
表
彰
者
を
募

集
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

①
平
成
24
年
度
中
に
80
歳
（
昭

　

和 

7
年
4
月
1
日
～
昭
和
8

　

年
3
月
31
日
生
）
に
な
り
、
自

　

分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
か
た
。

　

②
平
成
24
年
度
中
に
70
歳
（
昭

　

和
17
年
4
月
1
日
～
昭
和
18
年

　

3
月
31
日
生
）
に
な
り
、
自
分

　

の
歯
が
24
本
以
上
あ
る
か
た
。

　

③
70
歳
以
上
の
該
当
者
で
、
こ

　

れ
ま
で
表
彰
を
受
け
て
い
な
い

　

か
た
。

○
募
集
期
限

　

11
月
22
日
（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課　

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

無
料
歯
周
疾
患
検
診
が
開
催

　

町
で
は
、
歯
周
疾
患
を
早
期

に
発
見
す
る
た
め
無
料
検
診
を
行

っ
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

　

平
成
24
年
度
中
に
40
歳
、
50
歳
、

60
歳
、
70
歳
に
な
っ
た
か
た
と
、

事
前
に
町
内
配
布
し
た
歯
周
疾
患

検
診
を
申
し
込
み
さ
れ
た
か
た
。

○
費
用
＝
無
料

○
日
時

　

11
月
1
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

○
検
診
会
場

　

児
島
歯
科
医
院

　

☎
（
86
）
１
２
６
６

　

国
民
健
康
保
険
平
尾
診
療
所

　

☎
（
88
）
３
６
０
０

※
検
診
を
希
望
す
る
か
た
は
、
病

院
に
予
約
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課　

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

町
文
化
ホ
ー
ル
が
休
館

　

指
江
に
あ
る
町
文
化
ホ
ー
ル
が

改
修
工
事
の
た
め
、
全
面
休
館
と

な
り
ま
す
。

　

利
用
す
る
際
は
、
町
文
化
ホ
ー

ル
隣
の
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
か
武
道
館
、

ま
た
は
鷹
巣
の
町
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
利
用

者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
休
館
期
間

　

11
月
13
日
（
火
）
～

　

平
成
25
年
２
月
15
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

北
薩
摩
い
ろ
色
お
肉
フ
ェ
ア

「
料
理
対
決
」
開
催
中

　

地
元
産
の
肉
（
牛
、
豚
、
鶏
）

を
食
材
に
し
た
フ
ェ
ア
料
理
を
各

参
加
店
舗
で
販
売
し
、
そ
の
料
理

を
食
し
た
か
た
を
対
象
に
鹿
児
島

県
北
薩
地
域
と
熊
本
県
水
俣
芦
北

地
域
合
同
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
に

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
地
元
産
の
肉
料

理
を
こ
の
機
会
に
食
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

○
開
催
時
期
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10
月
６
日
（
土
）
～

12
月
２
日
（
日
）

○
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
方
法

　

参
加
店
舗
で
対
象
料
理
１
点
購

入
に
つ
き
、
ス
タ
ン
プ
１
個
押
印
。

○
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
賞

　
［
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
賞
］

　
　

ス
タ
ン
プ
を
９
個
（
肉
４
個
、

　

海
老
４
個
＋
肉
か
海
老
い
ず
れ

　

か
１
個
）
集
め
て
応
募
す
る
と
、

　

応
募
者
全
員
に
参
加
店
舗
共
通

　

食
事
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
共
通

　

食
事
券
の
額
は
、
食
事
券
総
額

　

10
万
円
分
を
応
募
者
数
で
均
等

　

割
り
し
た
額
。

　
［
ビ
ン
ゴ
賞
］

　
　

１
列
揃
え
る
と
、
抽
選
で
70

　

人
に
１
０
０
０
円
分
の
参
加
店

　

舗
共
通
食
事
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

○
参
加
店
舗

　
　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://　

　

w
w

w
.pref.kagoshim

a.jp/

　

am
07/event/20120911-1.

　

htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
案

　

内
チ
ラ
シ
は
、
北
薩
地
域
内
各

　

官
公
庁
、
関
係
団
体
に
配
布
し

　

て
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　

農
林
水
産
総
務
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
５
０
３

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

　

10
月
13
日
（
土
）
か
ら
、
鹿
児

島
県
の
最
低
賃
金
が
「
時
間
額
６

５
４
円
」
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
使

用
者
は
、
最
低
賃
金
額
を
労
働
者

に
周
知
し
、
そ
の
金
額
以
上
の
賃

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

※
精
皆
勤
・
通
勤
・
家
族
・
時
間

　

外
労
働
な
ど
の
手
当
、
賞
与
な

　

ど
は
最
低
賃
金
に
算
入
さ
れ
ま

　

せ
ん
。

※
別
に
定
め
る
特
定
最
低
賃
金
も

　

あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
８

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
入
校
生
募
集

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
木
工
、
建
築
大
工
の
技
術

技
能
の
習
得
を
目
的
と
し
た
入
校

生
を
募
集
し
ま
す
。

○
訓
練
科
目　

　

室
内
造
形
科
、
建
築
工
学
科

○
受
付
期
間　

　

11
月
５
日
（
月
）
～
22
日
（
木
）

○
応
募
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
（
平

成
25
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者
を

含
む
）。

○
選
考
日
＝
12
月
10
日
（
月
）

○
選
考
場
所

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

○
選
考
方
法

　

筆
記
試
験
（
国
語
［
現
代
文
］、

数
学
Ⅰ
）、
面
接

○
合
格
発
表
＝
12
月
17
日
（
月
）

○
応
募
書
類

　

県
内
各
高
等
学
校
や
職
業
安
定

所
、
県
地
域
振
興
局
窓
口
、
市
町

村
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
６
（
53
）
０
２
０
７

平
成
24
年
度
鹿
児
島
レ
ッ
ド
リ

ボ
ン
月
間

　

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
、
エ
イ
ズ
患
者
へ
の
理
解
と
支

援
の
意
思
を
示
す
た
め
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
使
わ
れ
始
め
、
そ
の
考

え
に
共
感
し
た
人
々
に
よ
っ
て
世

界
的
な
「
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
運
動
」

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
本
県
で
も
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
保
健
機
関
）
が
１
９
８
８
年
に

エ
イ
ズ
の
ま
ん
延
防
止
お
よ
び
患

者
・
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏

見
の
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

12
月
１
日
の
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

を
中
心
と
し
た
１
カ
月
間
を
「
鹿

児
島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

○
実
施
期
間

　

11
月
16
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　
　

12
月
15
日
（
土
）

○
関
連
行
事

　

・
エ
イ
ズ
予
防
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
研
修
会

　

・
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
お
よ
び
レ
ッ

　
　

ド
リ
ボ
ン
バ
ッ
ジ
の
作
成
、　

　
　

配
布
、
着
用
ほ
か

　

・
休
日
、
平
日
夜
間
検
査

　
　
（
県
内
各
保
健
所
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
出
水
支
所

　

出
水
保
健
所

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

「
多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
２
」
無

料
法
律
相
談
会

　

多
重
債
務
整
理
に
関
す
る
無
料

法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
対

象
者
は
、
多
重
債
務
に
お
悩
み
の

か
た
お
よ
び
そ
の
家
族
な
ど
で
す
。

事
前
に
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で

す
。

○
開
催
日

　

11
月
27
日
（
火
）

○
会
場

　

阿
久
根
市
役
所
３
階
会
議
室

○
相
談
時
間

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
午
後
3
時

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
市
商
工
観
光
課

　

☎
（
73
）
１
２
１
１
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庁と県議会で初めての体験
獅子島中学校校外社会科見学

域に伝わる伝統大綱を引く地 城川内子供会育成会の十五夜行事

　獅子島中学校（祖母仁田政明校長）は 10
月３日、校外社会科見学を行い、鹿児島県庁
と鹿児島県議会を視察しました。
　この日は、全校生徒の 14 人と教員７人が
参加。日ごろ足を運ぶことができない県の行
政機関などを見て回りました。
　県議会では、９月議会最終日の傍聴と、閉
会後には議場で議長や議員、県執行部などの
席に座る許可をもらい、感触を実感していま
した。
　県庁では知事室を訪れ、伊藤知事と獅子島
の生活やアオサなどの特産品、部活動などの
会話をしました。
　伊藤知事は「これからはいろいろなことに
興味を持って頑張って」と激励の言葉を送り
ました。
　２年の池田翔くんは「県議会と県庁は初め
てで、見学できうれしかった。伊藤知事との
会話も楽しかった」と貴重な体験に喜んでい
ました。

　城川内子供会育成会は、十五夜行事の大綱引き
と相撲大会を 10 月１日、城川内小学校運動場で
行いました。
　この取り組みは、地域の伝統を継承するため育
成会行事の一環で行われ、大綱は、前日に保護者
らがくずとわらで直径 30 ㌢ほどに編みました。
相撲大会では大人顔負けの相撲を組むちびっ子力
士の姿が見られ、にぎやかな一夜となりました。
この日は、晴天に恵まれたことから夜空を見上げ
るときれいな名月も見れ、子どもも大人もその月
に見入っていました。
　参加した酒井愛加さんは「お父さんたちが作っ
てくれた大綱は頑丈に作られ大きくて重たい。普
通の綱引きとは違った楽しさがある」と綱を引く
手に力を込めていました。

掛け声をあわせ大綱を引く子どもたち↓

県

↑普段入ることが
できない知事室
で、伊藤知事と話
しをする笑顔の生
徒たち

←県議会の議事場
で、議長席に座る
など貴重な体験を
する女子生徒
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代の文化と生活を体験古 第 19 回長島古墳まつり

↑勾玉づくりで原
石に下書きをする
子どもたち

←サプライズで訪
れ披露した十島村
のジャンベ演奏

　10 月 20 日、長島町島援隊（濱田孝一
隊長）が主催する、第 19 回長島古墳ま
つりが、ながしま風車公園で開催されま
した。
　この日は、町内の小学生ら約 200 人
が参加し、" 鎮

ちんこん

魂 " の儀式を執り行った
後、火おこしや勾

まがたま

玉づくり、弓矢の操作
など大昔の生活体験をしました。専用の
道具を使った火おこし体験では、なかな
か火が付けられず、四苦八苦していまし
た。男の子らに一番人気のあった弓矢は、
行列ができるなど大盛況となり、的を一
生懸命狙っていました。祭りの最後には、
これまで同隊と親睦のある十島村のジャ
ンベ演奏もあり、参加した子どもたちは
楽しい時間を過していました。参加した
川床小学校３年の中村颯海くんは「自分
が想像した勾玉づくりは楽しい」と話し、
手づくりの作品に満足していました。

製の “長島みそ” を味わって
東生活研究グループが桃源郷を訪問

もなく収穫。色づくバナナ間 南国果実が民家の庭に出現

手
　東生活研究グループ（福嵜タズエ会長、会員
15 人）は、10 月２日、特別養護老人ホーム桃源
郷を訪問し、手づくりのみそ 10 ㎏を花束を添え
てプレゼントしました。福嵜会長は「例年の活動
で、入所者の喜ぶ顔が見れるのがうれしい」と話
しました。入所者の坂口敏枝さんは「昔ながらの
手法で作る手づくり味噌は格別でおいしい」と夕
食の味噌汁を楽しみにしていました。

　10 月下旬、唐隈集落の大堂千賀春さん宅に、
黄色く色づいたバナナが実っています。
　これは、５年前友人から１株の苗を譲り受けた
もので、現在では背丈が約６㍍にも成長していま
す。昨年は初めて１房が実り、今年は５房のバナ
ナが収穫時期を迎えました。近日中に切り取り、
熟成させてから食べるということです。
　大堂さんは「ここまでたくさんの実がなるとは
思わなかった。近所におすそ分けして喜んでもら
いたい」と実ったバナナを見て微笑んでいました。

手づくりみそと花束をプレゼントする福嵜会長↓

10 月 29 日、黄色く色づいたバナナと大堂さん↑

大

大
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しょうゆレシピで全国表彰小 ３の石元笑心さん最優秀賞
　10 月１日の「醤油の日」に開催された、
日本醤油協会の「第４回しょうゆ味レシピ＆
エピソードコンテスト」の表彰式で、白瀬集
落の本浦小学校３年、石元笑

に こ

心さんが、小中
学生の部で最優秀賞を受賞しました。
　笑心さんは、父親の淳平さんが町内のしょ
うゆ会社に勤めていることから、日ごろよく
食べるもろみの隠し味を使い、相性がいいア
ボカドたっぷりのピザレシピを考案しまし
た。表彰式終了後のパーティーでは、笑心さ
んレシピで作られたエビ、アボカド、チーズ
がたっぷり乗ったピザが出され、大好評とな
りました。
　笑心さんは「お父さんが大好きなピザに、
もろみの隠し味を使えてうれしかった。来年
も応募したい」と喜びの笑顔を見せました。しょうゆもろみピザを焼いてくれた石元笑心さんと両親↑

川添町長から諏訪さんへ表彰状が伝達↓

福祉に尽力。県知事表彰伝達式
訪勝江さん、民生委員で活躍諏

　永年にわたって社会福祉の増進に尽力し、民生
委員を対象にした鹿児島県知事表彰を、上揚集落
の諏訪勝江さんが受賞され、11 月１日、長島町
役場で伝達式が行われました。
　諏訪さんは、平成元年から現在まで通算して７
期の 20 年にわたり長島町民生委員児童委員協議
会の一員として福祉向上に携わり、会長と副会長
の職も６回歴任されています。
　諏訪さんは「活動を続け人生の基本と基礎を学
んだ。今後も町民の福祉の向上のため頑張りたい」
と抱負を語りました。

唐隈の川沿いにコスモス街道
民みんなで環境保全住

　10 月上旬、唐隈集落の野中川の川沿いに、地
区住民らが植えたコスモスが満開となりました。
　これは、唐隈自然を守る会の活動の一つで、以
前雑草や空き缶のポイ捨てが目立った川沿いをき
れいにしようと始まりました。今年で３年目の取
り組みとなったことから、沿道とその支線の約
200 ㍍が結ばれ、見ごろとなりました。
　近くに住む中心メンバーの小田強さんは「協力
してくれた住民みんなの賜物。季節の花を見なが
らの散歩は最高です」と話しました。

地区住民が丁寧に育てたコスモスの沿道↑
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平尾中学校「だんだん市場」で校外学習

　平尾中学校（今村典盟校長）は 10 月 23 日、
総合的な学習の時間を利用して、道の駅だんだん
市場で長島のＰＲ活動を行いました。
　この日は、長島をもっと町外に広めようと活
動しているキャラクター班の 1 年から３年まで
の 14 人が訪れ、同駅の駐車場と花壇などを清掃。
その後生徒らは、来客者に元気なあいさつを交わ
し、黒之瀬戸大橋と町木の椿の花をアレンジし、
自分らでデザインしたキャラクター「せとっぴー」
が付いた自家製のＴシャツやしおり、キーホル
ダーを販売しました。
　３年の渡大誠くんは「キャラクターは町がもっ
と有名になるよう考えた。今日は笑顔で失礼のな
いよう販売に心がけたい」と話しました。鹿児島
市から来た田元宏子さんは「生徒らが手がけた心
温まる品物を子どものプレゼントに買いたい」と
キーホルダーを手にしていました。

徒がデザイン「せとっぴー」生

メインキャラクター「せとっぴー」が入った商品を販売↑

↑仮装ゲームで海
賊などに見事に変
装し、会場は大盛
り上がり

←英語で質問され
○×に答える子
どもたち

長島町英会話教室
ロウィンで英語を学ぶハ

　町英会話教室によるハロウィンパーテ
ィーが 10 月 13 日、長島町開発総合セ
ンターで開催されました。
　この取り組みは、町内 11 の小学校の
児童を対象にした英会話教室の一環。当
日は、小学校１年生から４年生の英会話
教室の児童 65 人が参加しました。
　会場の大ホールは、外国で実際に行わ
れているハロウィンの雰囲気を感じても
らおうとかぼちゃで作ったお面やおばけ
などが多数飾られ、ハロウィン一色とな
っていました。パーティーでは、英語で
自己紹介し、ダンスや英語の質問に○
×で答えるゲーム、仮装ゲームなどで
楽しみました。
　参加した伊唐小４年の堂嵜小羽さんと
髙橋ちひろさんは「ハロウィンに興味が
あり昨年から参加している。いろいろな
ゲームをみんなとできて楽しかった」と
話しました。
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（　）内は前月比

11,483(  +7)
  5,544(  +8)
  5,939(  -1)
  4,459(   -2)

平成 24年 10 月 31 日現在

第２回花フェスタのメイン会場で
スケッチを楽しむ子どもたち

　
「
石
積
み
と
花
の
ま
ち
〝
長
島

町
〟」
を
町
内
外
の
皆
さ
ま
に
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、
来
年
の
春
、
第
３
回
夢

追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま

す
。

　

第
３
回
目
と
な
る
花
フ
ェ
ス
タ

は
、
メ
イ
ン
と
な
る
会
場
を
文
化

ホ
ー
ル
周
辺
の
一
カ
所
に
厳
選
し
、

充
実
し
た
フ
ェ
ス
タ
会
場
と
な
る
よ

う
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
会
場
内
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
花
の
植
栽
面
積
を
増
や
す
と

と
も
に
、
テ
ー
マ
を
持
っ
た
花
壇
が

作
ら
れ
、
散
策
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
内
一
円
の
ぐ
る
っ
と
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
の
花
壇
や
各
家
の
庭
な
ど
に

お
い
て
も
、
皆
さ
ま
が
た
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

来
春
の
開
催
決
定

「
第
３
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」

　

10
月
23
日
か
ら
、
役
場
各
課
の
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

（
直
通
電
話
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
代
表
電
話
の
（
86
）
１
１
１
１

に
か
け
各
課
に
つ
な
い
で
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
、
担
当
課
に
直
接
電
話
が
で
き
、
待
ち
時
間

が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

　

今
後
は
、
各
課
へ
の
ご
相
談
や
問
い
合
わ
せ
な

ど
の
際
は
、
ぜ
ひ
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ご
不
明
な
点
は
、
役
場
総
務
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長島町役場 指江庁舎
課　等　名 電話番号 課　等　名 電話番号

総　務　課 86-1111（代表） 総合管理課 88-5651

企画財政課 86-1134 建　設　課 88-5654

景観推進課 86-1136 水　道　課 88-5664

水産商工課 86-1137 耕　地　課 88-5667

議会事務局 86-1145 農　林　課 88-5670

保健衛生課 86-1146 農業委員会 88-5674

地域包括支援センター 86-1153 教育総務課 88-5679

町民福祉課 86-1157 学校教育課 88-5681

会　計　課 86-1158 社会教育課 88-5696

税　務　課 86-1172

○
日
時

　

3
月
30
日
（
土
）
～

　

5
月
6
日
（
月
）
の
38
日
間

○
会
場

　
［
メ
イ
ン
会
場
］

　

・
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺

　
［
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
］

　

・
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷

　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　
　
　
　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　
　
　
［
内
線
１
２
６
８
］
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
11
月
３
日
に
、
自
分
の
住
む
地

域
で
集
落
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
天
気
も
良
く
、
集
落
総
出

の
大
会
は
大
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
記
念
す
る
50
回
大
会

の
た
め
、
吹
奏
楽
と
和
太
鼓
演
奏

も
実
施
し
、
終
盤
で
は
飛
び
入
り

の
踊
り
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
伝
統

と
な
っ
た
集
落
行
事
の
良
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
ご
ろ
の

生
活
で
は
車
で
す
れ
違
う
か
、
年

に
数
回
し
か
会
う
こ
と
が
な
い
地

域
の
皆
さ
ん
と
、
い
ろ
い
ろ
な
会

話
と
酒
を
飲
み
交
わ
す
機
会
も
で

き
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
地

域
と
の
絆
が
深
ま
る
笑
顔
の
一
日

に
な
り
ま
し
た
。（
小
屋
昭
彦
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

  11/２５   11/３０ １

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２３ ２４ ２５ ２６  ２７ ２８ ２９

  11/２６   11/２７   11/２８   11/２９

２０１２12

３０ ３１

○鷹巣診療所 86-0054
○平田整形外科クリニック 62-8801
○山田クリニック 72-0420
○野田診療所 84-2023
○久木田歯科医院 73-0470
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856
□のぞみ薬局 73-2121
□長島調剤薬局 64-5555
◇しみずこども医院 68-0633

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎イルカ教室［妊婦教室］
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○おかだクリニック 63-7011
○北国医院 72-0016
○せき耳鼻咽喉科クリニック64-1187
○太田歯科クリニック 84-4700
□メープル薬局 62-9292
□上野薬局 72-1016
□しおかぜ薬局　88-6011
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ＢＣＧ予防接種
■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎１歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎イルカ教室［妊婦教室］
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○林泌尿器科クリニック64-8800
○阿久根眼科 72-0040
○さくら通りクリニック62-2311
○橋口歯科医院 63-2330
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□さくらんぼ薬局 68-7000
□高松薬局 73-400
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
■天ぷら油

（獅子島）

　　　　　天皇誕生日
○飯尾医院 88-5040
○友愛クリニック 64-2101
○林胃腸科外科 73-3639
○わかすぎ皮フ科クリニック64-1313
○つばさ歯科医院 62-8519
□めぐみ薬局 82-551
□いずみ調剤薬局 68-5822
□阿久根薬局 72-1017
◇出水総合医療センター67-1611

　　　　　振替休日
○鷹巣診療所 86-0054
○福元医院 67-3200
○植村整形外科 72-1041
○荘記念病院 82-3113
○脇本病院 75-2121
○石沢歯科医院 84-4411
□ハート薬局 79-3877
□しもずる薬局 64-2211
□会営薬局阿久根店 72-5060
□長島調剤薬局 64-5555

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○
○
○
○
○
□緑調剤薬局阿久根店 72-3388
□しおかぜ薬局　88-6011
□脇本調剤薬局 75-2215

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

● 12月 23日は天皇誕生日です。
　  天皇誕生日は、今上天皇（在位中の天皇）の誕生日を祝う日です。

祝日には、国旗を掲げましょう！

○平尾診療所 88-2595
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○しみずこども医院 68-0633
○しもぞのクリニック 63-8300
○よしだ歯科クリニック79-3443
□フタヤ薬局 67-5253
□ D・ML五万石薬局 63-8800
□すくすく薬局 72-5010
◇しみずこども医院 68-0633

○飯尾医院 88-5040
○出水病院 62-0419
○門松医院 64-6100
○こどもクリニック永松64-1500
○吉元歯科クリニック 75-3333
□かしま薬局 63-3970
□ゆうゆう薬局 73-2907
◇こどもクリニック永松64-1500


